






























































































本プロジェクトでは配分された予算により、前述テキストのUnit	 1 から Unit	 3 までにある朗読
文３つと会話文３つ、合計６つのウェブ教材が作成された。それを半年間の英語授業の中で使用し
たが、授業内の他に宿題として自宅等学外からもアクセスし、継続的に学習するように指導を行っ
た。その後、以下のような 5件法によるアンケートを行い、データを収集した。（N=14）
アンケート項目 平均点
1 フラッシュウェブ教材を使っておもしろかった 4.4
2 フラッシュウェブ教材を今後も使いたい 4.2
3 授業用ウェブサイトにあるシャドーイング練習システムを使うことで、授業に熱心に参加している 4.1
4 今までより英語がよく聞けるようになった気がする 4.2
5 発音やリズムが以前と比べてよくなったと思う 4.4
6 英語を聞いたり声に出して読むことに対する抵抗がやわらいだ 4.4
上記の項目を見ると学習者は今回作成されたフラッシュウェブ教材を楽しみながら利用し、英語
のリスニング力を高める上で役にたったと感じているようである。また、音声を聞くだけでなく、
シャドーイングやリピーティングの練習を行っているため、発音やリズムにより注意が向けられ、
以前と比べてそうした観点において向上していると考えている。また、声を出して繰り返し練習す
ることから、英語を聞いたり話したりすることに対して、あまり抵抗を感じなくなったことがわか
る。
上記のアンケート項目の他に、自由記述によるデータも収集した。以下が今回作成されたウェブ
教材に対する主な反応である。
（1）このフラッシュウェブ教材のよいところはどんなところですか。
・できない部分を何度も繰り返し練習できるところがよい。
・シャドーイングのみだけでなく、いろんな方法で英語の発声練習ができるのがよい。
・チャンクごとに区切って見ることができ、意味のまとまりをつかみやすい。
・文字がはっきり表示されるのでわかりやすい。また、自分のやりたい方法に合わせることができる。
・文字が点滅することによって、単語が頭に残りやすい。
画面をクリックするだけで音声が聞こえたり、文字が消えたりすることから、文字と音声をチャ
ンク毎に結びつける今回のウェブ教材を学習者は肯定的にとらえているようである。
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（2）このフラッシュウェブ教材で改善してほしいことは何ですか。
・チャンクのみを再生するとき、マウスポインターで消えているのにクリックするとその部分が一
瞬見えてしまうのを改善してほしい。
・マウスで本文をかざした時に文字が見えなくなってしまう。	
・実際の録音するときのスピードと違ったりしたので、同じスピードならもっとよかった。		
・機能はよいが見た目があまり洗練されていない。
上記の改善点の希望であるが、今回のウェブ教材ではマウスポインターをチャンクにかざすとそ
の音声が流れるとともに文字が一瞬見えその後すぐに消えてしまうようになっているが、それはあ
らかじめそうした意図を持って作成されたものである。音声を聞く際に文字に頼る癖をできるだけ
排除しようとの意図であったが、学習者の習熟度によっては文字を与えることが必要な場合とそう
ではない場合があるので、今後はこうした学習者からの反応をもとにさらに改善を重ねて行きたい
と考えている。
（3）授業でシャドーイング練習をやった結果、あなたの英語の聴き取りに関してどのような影響が
あったと思いますか。具体的に書いてください。（例：個々の音が以前よりも聞き取れるようになっ
たなど）
・おぼろげではあるが、英語を聞くと意味が分かるようになった。
・以前に比べて英語が聞き取りやすくなった。
・耳が英語に慣れてきた。
・話の状況を視覚的にイメージできるようになった。
・以前より聞き取れるようになってきた。弱く発音される部分も少しずつ聞き取れるようになって
きた。
・普段から英語に関心を抱くようになった。
・ニュースなどで英語に触れるとき（オバマ氏の演説等）聞こえるようになった。
・普段海外ドラマを見るのが好きなのですが、以前よりも細かい音まで聞き取れるようになった気
がする。
・以前よりも声に抑揚をつけられるようになった。
・英語のリズムやイントネーションがつかめるようになった。
上記のコメントは今回開発されたフラッシュウェブ教材を使いながらシャドーイングの練習を
行った授業に対する学習者の反応である。こうした練習を行うことで生の英語の音声に慣れ、以前
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にも増して英語の音を聞き取れるようになったことに加え、音声と意味をすばやく結びつけること
が今まで以上にできるようになったことがうかがえる。このように音声をとらえその意味を即座に
理解することが以前よりできることになったことから、認知リソースに余裕が生まれ、発話する際
に英語の音声やリズムに注意が向くようになったこともうかがえる。
５．今後の課題と展望
本プロジェクトでは一連の英語音声をチャンクの連続体としてとらえ、それぞれのチャンクをそ
れが表す意味と結びつけられるようにするため、コンピュータのマルチメディア機能を利用したフ
ラッシュウェブ教材を作成した。それを実際に授業で活用した結果、学習者は興味を持って音声練
習に取り組むことができた。また、継続的に使用することで、英語の聞き取りや発音・リズムにつ
いて、以前と比べて向上したと考えていることがわかった。今後は使い勝手についてさらに検討を
進めていくとともに、このような授業や自主学習のためのフラッシュウェブ教材をさらに増やして
行きたいと考えている。
注）
1）このウェブ教材は以下のURLで見ることができる。
http://www.planetmedialab.com/member/PowerReading/menu.html
2）このウェブ教材は以下のURLで見ることができる。
http://www.planetmedialab.com/TOEIC/BU/
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